
、

ものに宿る歴史

̃白子川グッズあれこれ̃

水辺の会では、白子川が地域の宝として親しまれ守

られることを願つて、会独自の「白子川グッズ」を作

ってきました。  みなさんはどれをお持ちでしょうか。

このグッズがどのようにして生み出されてきたのか、

過去の源流通信をたどり振り返つてみました。

★焼き印プレー ト 最初のグッズ  「焼き印プレー ト 」

は第8号通信(2003年6月)に計画が紹介され、 第9号(同

年9月)で作業の呼びかけがされている。 まず作られた

のが、 今も多くの家に掲げられている 「みんなの白子

川」 。 この文言にたどり着くまで議論が重ねられた。

焼き印は、 東谷篤会員が町の鍛冶屋さん(実は著名な

人)を見つけ、熱意で口説き落とし作つてもらったも

の。次のカルガモの可愛いミニプレートは、源流まっ

り参加者に焼き印体験をしてもらおうと作られた。

2006年を皮切りに数年続き、 毎回長蛇の列だった。

★絵葉書 長きにわたり通信や文集を彩つてくれた萩

原和雄さんのスケッチ。第7号(2003年3月)に初登場

画・萩原和雄

以来白子川の様々な姿を描き出した。 2007年に山科順

会員の写真を合わせて絵葉書が作られると、 源流まっ

りで3枚入りX50セットが即完売となった。

★竹炭 2007年に計画が持ち上がり、2008年に実現し

ている。 会員3名が静岡県の青少年施設での炭焼き講

習会に参加。 それをもとにみどり広場で実施。  第23

号、 第24号に克明で生々しい体験記が載せられている。

★わら筆 第25号(2008年12月)に、 高橋豊治会員の庭

で豊治さん考案のわら筆作りが初めて行われたと記録

されている。 源流まっりでも何度かわら筆作りコーナ

ーが設けられ、 作つたわら筆で書いた作品も掲示した。

̃こうして20 0 8年には「白子川グッズ」が出揃いまし

た。 今年は一部リニューアルを予定。 これからも創意

溢れる新グッズを生み出していきたいものです。 目指

せ 【ね り コ レ 】 登録 !  (喜多浩子)

*過去の会報は当会ホームページで読むことができます。



新リし一連載 )̃一r区j大1jt,頁公園二整:構」1向lt一て ̃
湧き水を守る〟白子川源流の森″を!

「区立大泉井頭公園の拡張工事」とは一
大泉井頭公園の整備計画が、2023年
度の基本計画策定を目指し始動し始め

ました。

当拡張工事は、「第2次みどりの風吹

くまちビジョン(素案)」と「みどりの総合
計画(素案)」で掲げている『水辺空間の
創出』をテーマに整備が行われます。
水辺の会では、公園整備にっいて『地
域住民との協働』を区へ申し入れるとと
もに、基本計画から事業化までの工程

について l青報を収集し地域の方々と共
有しながら、地域と行政との意見交換の

在り方を探つていきます。

「一 l  都市計画公園区域 4 25 h a- 開園区域 0 .57ha

田 優先整備区域(新規事業化区域)
1 4 5 h a

水辺の会では、2016年3月に「“源流の森”プロジェクト」を立ち上げ、

ll白子川の源流に森をっくろう! 1]を合い言業に、湧き水を守るために何を

すべきか、出来るかにっいて話し合ってきました。

湧き水を守る森、豊かな生き物を育む、森、散歩したくなる森、猛暑の夏

をしのく゛森一護岸を撒去し川幅を拡げて緩やかな土手をっくり、 渓呼林を
造成して、森と水辺空間が一体化した「白子川源流の森」を創りたぃ、と
の考えに私たちは行き着きました。

大泉井頭公園の整備計画が本格始動し始めた今、 改めて地域に住む、

者として何を守るべきか、そして、私たちが望む、新たな公園の在り方を再確

認し、 地域住民として整備計画に参画していきたぃと意気i11、んでいます。

大泉井頭公園は、 白子川の源流部でもあり、憩いの森と広大な畑に囲

まれた、練馬区のみどりと水辺環境を象徴する景観です。ホトケドジョウや

力ワモズクといった希少動植物が息づく、 湧水の魅力とともに貴重なまち

づくりの資源です。

まちづくりに、 これらの高いポテンシャルをぃかに活かすことが出来るのか、

今、まちづくりの在り方が問われ、試されてぃるといってぃいでしょう。

あなたなら、貴重な水辺環境をどう創りますか ! ?  ( 永 井薫 )

水辺のイメージ:会報(第56号講演会報告)から再掲

定例活動報告<2021年12月̃2022年7月>

日 時
< 調 査 開 始 時 間 >

調査項目

調査地点
天 気
気温
(°C)

水温
(°C)

水 深

(cm)

源流部

流 速

( k m / h )

源流部

流量

( L /秒 )

主な活動
特記事項

参 加

会員数
( 名 )

収集ゴミ

90L

( 袋 )
pH
C〇D
( m g / L )

2 0 2 2年3月27日
< 1 3 : 5 0 ̃ >

源流部

井 頭 橋

井頭 ̃ 火 の橋中間

暗 2 3 1 7.0

1 7.5

0

6
2 4

7.0 0

7.0 5

2

4

2

・ 井頭池の西側護岸沿いに、
低水位時の魚の逃げ場として
一水 路一を掘削

0.1 8 5 2.6 13 1 3

2 0 2 2年4月24日
< 1 3 : 5 0 ̃ >

源流部

井 頭 橋

井頭 ̃ 火の橋中間

小 雨 2 2

1 7.8

1 7.8

1 7.7

2 0

9
31

5.6 7

4.4 5

4.2 0

2

2

6

・水位測定の手順を望月会員
か ら学ぶ
※phは、今までになし、値であり 、測定値
に不安 ( セ ン サ一部に破損あ り )

0.288 92.5 10 1 4

2022年5月21日
( 定例活動日前日 )

< 1 0 : 1 5 ̃ >

源流部

井頭橋

井頭 ̃火の橋中間

小 雨 2 0

1 7.7

1 7.8

1 7.7

9

9
3 0

8.96

8.3 8

8.1 5

2

0

0

・コロナ第六波の収束のせい
か 会 員一般とも大勢参加、水

辺の楽しさを満喫
0.288 116.9 16 3 5

2022年6月26日
< 1 3 : 4 5 ̃ >

源流部

井 頭 橋 暗 3 0

2 0.3

2 0.6

2 0.2

8

8

6.8 8

6.6 2

4

2 0.27 8 5.6
・井頭池の東側道路沿し、の
植栽マスを整備

1 0 4 0

井頭 ̃ 火の橋中間 27 7.17 0

※CODとは、水の汚れを示す指標で、2は最低値できれいな水、4 ̃ 6は少し汚れている、8以上は汚れている。当会では、低濃度簡易測定キットで判定している。

※pHとは、酸性とアルカリ性を示す指数で、pH7が中性、7より大きし、とアルカリ性、小さいと酸性
※表の ( - ) は 、水がな <て測定不能、  ( 欠 )は測定機器の不具合等で欠測の意
◆新型コロナウイルス感染症の感染拡大を受け、1月は中止、2月は自主参加として実施。1 2月2 6日、2月2 7日、7月2 4日は人手不足により水質調査はできず。

◆水辺の会では、定例活動において水質調査とともに放射線測定< 2ケ所で1 0分ずっ、 単 位 は µ S v / h > も行つており、その結果は以下のとおり。
1 2 月 : 0.0 8 ( 源流部 ) / 0.1 0 (井頭橋 )  2 月 : 0 .0 7 ( 源流部 ) / 0.0 9 (井頭橋 )  3 月 : 0.0 8 ( 源流部 ) / 0.0 7 (井頭橋 )  4 月 : 0.0 6 ( 源流部 ) / 0.0 8 (井頭橋 )

5 月 : 0.0 6 ( 源流部 ) / 0.0 8 ( 井頭橋 )  7 月 : 0.06 (源流音l l ) /0.0 8 ( 井頭橋 )  1 月 、 6月は測定できず。
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近藤さんの眼を背負つて

「白子川源流・水辺の会」発足は2001年6月、そして

通信も8月から発行された。その創刊号の「会員自己紹

介」欄に近藤さんは登場する。昭和37年頃は章が生い

茂り、弁天池がまるで怪談の舞台のようだったと記し、

「生まれ変わった白子川、ちょっと淋しい気がして、何か

できることがあれば一と思い、仲間入りしました」と意気
込みを語つた。その言葉通り、2号には区が行なう白子

の河川掃除に一緒に参加し、掃除の仕方を指示したこ

となどを書いた後に次のようにまとめている。「月に一度

の定例会のゴミ拾いだけでは中途半端のような気もし

ていたので、また機会があったら一緒に汗を流したい」。

その後も近藤さんは雨水浸透桝の重要さ、「白子川流

域の地名と橋の由来」の連載などを次々と通信に載せ、

意欲を見せていた。

ところが、その近藤さんがある時、川の活動の場から

こつ然と姿を消す。南大泉4丁日町会長に就任し、その

責任を全うするためには、中途半端に会員に留まるわ

けにいかないのだ、と。これが近藤さんの矜持だった。

近藤礼次郎、その名の通り「礼」を逸することなくその後

も会への協力は続くが、一方で明確に一線を画した。長

身で、素敵な笑顔、そしてこの身の処し方を、私は本当

に゛カッコイイ ど思つた。
ある時、定例活動の終りに近藤さんは私にこんなこと

を話した。「掃除はね、そのあとが肝腎なんだよ。いくら

一生懸命やっても、刈つた草が少しでも散らばっていた

ら、台無しだからね」。この言葉を聞いてからというもの、

川に入つた時はいつも、近藤さんが背後から見ているよ

うな気がしている。合掌 (東谷篤)

降水量と井戸水位との関係(練馬区立井頭の森緑地内と大泉井頭公園付近)
2022
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一降水量 (観測間の累計 )  -l l l l馬区立井亜の森緑地内の井戸の水位線 一大泉井亜公園付近の井戸の水位線

4月̃2022

井戸水位の標高

( m )
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井頭の水辺の未来にっいて要望したぃこと、 不安なこと、分からなぃこと一管さんからのたくさんの声をお待ちしてぃます !

l●川遊びができる水辺空間がほしい!
l●整備後は下水の流入は回避されて雨水だけになるんだよねぇ一?

◆完成後の公園管理は、“住民との協働”を視野に置くべきでは!
l●源流部に予定されている大型調節池つて、その建設は基本計画ではどう位置づけられるの?

l●丁寧な地下水脈の調査はもちろん、専門家による動植物の調査も必須だと思う。

◆整備区域にある生産緑地(畑地)と住宅地はどうなるのかしら?
◆住民や訪れる人々が集う“源流カフェ”があるといいなぁ!



★白子川源流まつり0、お知らせ
<10月23日(日)>に、第20回源流まっりを
開催します。新型コロナの感染状況を見極め
ながら準備を進めています。一人一人が感染

対策をしっかり取つて、3年ぶりの源流部での

まっりを楽しみましょう。
いつもとは違う源流まつりに乞うご期待1

胴長を干す

5/3(火・祝)ウキヤガラ穂摘み

7(土) ウキヤガラ穂摘み

15(日)WE LOVE白子川の会

21(土)web運営会議

22(日) 定例活動

29(日)みどり環境ネットヮークの白子
川体験

ポーイスカウト練馬17団の白子

川体験

6/5(日)全国一斉川の調査実施

11(土)web'源流の森"研究会

17(金)大泉北小学校3年生川体験

19(日)WE LOVE白子川の会

25(土)運営会議

26(日)定例活動

7/9(土)web"源流の森″研究会

17(日)WE LOVE白子川の会(7/10設立

5周年)
23(土)web運営会議

24(日)定例活動

生活クラブ水質調査の受入れ

28(木) 練馬区マルバヤナギ緊急剪定
29(金)東京都公園協会助成金確定

編集後記

定例活動の様子

★第2_2回定期総会(書面決議)σ、
a・報告

第22回定期総会は、本年も残念ながら新型コ
ロナ感染拡大により書面決議となり、議案賛否を

問う返信ハガキの結果、議案が承認可決されまし
た。顔を合わせて語りあえないことは本当に残念

でしたが、多くのメッセージをいただきました。そ

の貴重なご意見を今後の活動に活かしていきた

いと思います。

ご協力ありがとうございました。
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8/7(日)ポーイスカウ ト練馬17団川
体験

大泉高校付属中学校1年生

4名川探求

13(土) 拡大web"源流の森〃研究会

16(火) 関町ポ、ラコーナ一紹介3名
川体験

21(日)WE LOVE白子川の会

27(土)運営会議
28(日) 定例活動(雨天中止)

*毎月第3日曜日にWE LOVE白
子川の会を、

毎月第4日曜日に定例活動( ″Jl
を楽しむコーナー 〃併設)を、
予定しています。
(定例活動は井頭公圍で13時半

から。 どなたでも参加できます
が、 新型コロナの感染状況によ
り、  自粛または縮小する場合が
あります。 )

今年は梅雨から夏にかけて異常気象ぶりが際立つていた。6/25̃7/2

の連続8日間の猛暑日には,さすがに体が参つた。関東地方の梅雨は極端

に短く平年の半分しかなかった。今号の井戸水位グラフから例年に比べて

いかに降水量が少なかったかが読み取れる。前号(65号)で,長年井戸水

位測定を担つていた望月さんが源流部の降水量と井戸水位の関係につい

て興味深い論文を書かれている。多数の表とグラフを駆使した情報量の多

いものなのでぜひじっくり読み返してほしい。いつもの井戸水位グラフには

無い,縦軸(標高)に合わせた付近の断面図(2か所の井戸と白子川)が描

かれていて,このグラフの意味がさらによくわかるようになっている。(小)

白
子
川
体
験
も
続
々
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